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１．概要（Summary ） 
 ニッケルナノ粒子を原料としたナノ粒子と金属有

機物構造体(MOF)の複合体について、61Ni 放射光メス

バウアー吸収測定を行った。結果、複合体のスペクト

ルはバルクの Ni メタル及び原料に用いたナノ粒子よ

りも小さな内部磁場を示した。この変化は複合体にお

けるコアをなす Ni ナノ粒子が周囲に配位した MOF
の影響を受けたためと考えられる。 
 
２．実験（目的,方法）（Experimental） 
 Pd や Pt といった希少な金属の代替元素として、同

じ10族元素の卑金属元素であるNiが期待されている。

その特性を引き出すべく、様々な Ni 化合物のナノ粒

子やナノ構造体が開発されている。このようなニッケ

ルナノ粒子をコアとするナノ粒子と MOF(金属有機

物構造体)の複合体を作成し、MOF がナノ粒子にど

のような変化を与えるかという観点から、その磁性

や化学状態を調べることを目的として研究を行った。 
 実験方法としては、SPring-8 の BL11XU に構築され

ている放射光メスバウアー吸収分光システムを利用

し、Ni ナノ粒子/MOF 複合体及びバルクの Ni 金属の

メスバウアー測定を 15K~20K にて行った。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 得られた Ni ナノ粒子/MOF 複合体及び比較用の Ni
メタルのスペクトルを図 1 に示す。Ni ナノ粒子/MOF
複合体のスペクトル(図 1 下側)は、バルク Ni のスペ

クトル(図 1 上側)よりも内部磁場が小さいことを示し

ている。これは、複合体におけるコアをなす Ni ナノ粒

子中のNi原子の磁気モーメントがバルクNiよりも小さ

いことを示すと考えられる。一方、この複合体の材料と

なったナノ粒子の内部磁場はバルクの Ni メタルと同程

度なので、MOF との複合化により磁気モーメントの減

少が引き起こされたものと考えられ、複合体中のコアで

ある Ni ナノ粒子が周囲に配置された MOF の影響を受

けていることが示唆される。 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 放射光メスバウアー吸収スペクトル 
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